
 

 

令
和
七
年
十
二
月
二
十
三
日
受
領 

答

弁

第

一

五

五

号 
   
 

内
閣
衆
質
二
一
九
第
一
五
五
号 

 
 
 
 

令
和
七
年
十
二
月
二
十
三
日 

内
閣
総
理
大
臣 

高

市

早

苗 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

衆

議

院

議

長 
額

賀

福

志

郎 

殿 

  

衆
議
院
議
員
中
谷
一
馬
君
提
出
偽
広
告
等
を
利
用
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
に
対
す
る
注
意
喚
起
の
改
善
に
関
す
る
質
問
に

対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
中
谷
一
馬
君
提
出
偽
広
告
等
を
利
用
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
に
対
す
る
注
意
喚
起
の
改
善
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
政
府
で
は
、
お
尋
ね
の
「
偽
広
告
等
を
利
用
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
に
対
す
る
注
意
喚

起
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
何
が
最
も
効
果
的
か
と
い
う
観
点
か
ら
不
断
に
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
、
「
偽
広
告
等
を

利
用
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
」
を
含
む
詐
欺
等
へ
の
対
策
の
一
環
と
し
て
、
令
和
七
年
四
月
二
十
二
日
の
犯
罪
対
策
閣
僚

会
議
で
決
定
し
た
「
国
民
を
詐
欺
か
ら
守
る
た
め
の
総
合
対
策
二
・
〇
」
に
基
づ
き
、
「
変
化
す
る
欺
罔
の
手
口
の
国
民
へ

の
迅
速
か
つ
実
効
的
な
広
報
・
注
意
喚
起
」
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
具
体
的
に
は
、
「
変
化
す
る
欺
罔
の
手
口
に
つ
い

て
、
迅
速
・
的
確
に
そ
の
特
徴
や
被
害
者
層
、
具
体
的
に
講
じ
る
べ
き
対
策
等
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
訴
求
対
象
及
び
訴

求
内
容
と
合
致
す
る
広
報
啓
発
の
手
段
を
選
定
し
、
効
果
的
な
広
報
啓
発
」
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
「
欺
罔
の
手
口
に
関
係

を
有
す
る
事
業
者
団
体
や
、
対
策
の
働
き
掛
け
を
効
果
的
・
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
者
団
体
等

に
対
し
、
各
業
を
所
管
す
る
省
庁
か
ら
、
具
体
的
に
講
じ
る
べ
き
対
策
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
連
携
を
働
き
掛
け
る
」
と
と

も
に
、
「
利
用
者
が
特
に
顕
著
な
被
害
状
況
の
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
す
る
際
に
適
切
な
防
犯
意
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ



 

２ 

 

う
、
犯
行
に
利
用
さ
れ
る
ツ
ー
ル
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
等
に
関
し
て
も
、
実
効
的
な
注
意
喚
起
」
を
行
っ
て
い
る
。 

 
 

後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
お
尋
ね
の
「
認
知
件
数
・
被
害
額
」
の
変
化
に
関
し
て
は
、
社
会
環
境
の
変
化
等

の
様
々
な
事
情
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
「
総
合
対
策
に
基
づ
い
た
効
果
的
な
広
報
・
啓
発
」
の

み
に
よ
る
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
」
の
被
害
防
止
の
効
果
を
定
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
一
概

に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 


